
 

１　基本目標・施策分野の名称

男　77.3～80.4
女　83.6～85.2

男　77.0～80.2
女　83.0～85.0

―

男　77.9～80.7年
女　82.1～84．2年

※（平成30年）

17.7%
（令和元年度）

東京都数値以上
（　　　　　　　）

令和４年度 令和5年度

0 0

一般財源 65,791

国庫支出金

都支出金

800

総事業費（計） 84,278 118,217 87,982

69,494

4,654

国庫支出金 9,350

　（単位：千円）

0

3,905

14,582

体育施設の維持管理については、公共施設個別施設計画に基づき、施設の統廃合・機能移転・再配置について議論し、民間
活用を含めた研究をする必要がある。

施策の評価（分析）

事業費/年度 令和３年度 令和４年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

地方債及びその他の特定財源 17,304 17,304 8,000

都支出金 2,684

総事業費（計） 84,419 113,988

一般財源

82,148

施　策　分　野　評　価　シ　ー　ト

　健康づくり・スポーツ

―

予　算　額

10年後のめざす姿
　住民が日常的に生活習慣の改善やスポーツ、運動、身体活動に取り組み、年齢・体力に見合った身体機能
を維持することで、高齢期になっても自立して健康に暮らしています。

令和5年度 令和6年度

男　77.8～80.7
女　82.7～85.0

日常生活動作が自立している期
間の平均（要介護２以上：９５％
信頼区間）

― ―
22.4%

（　　　　　　　）

基本目標 1 　誰もが健康ですこやかに暮らせるまち

日頃から身体活動（18歳以上の
者で、1回30分程度、週2回以上
の運動）を実行している人の割
合

成人の週1日以上のスポーツ実
施率

３　予算・決算の状況 　（単位：千円）

２　施策数値指標

70%
（　　　　　　）

施策分野 1

― ―

地方債及びその他の特定財源

0

6,230

28,367

決　算　額

24,400

17,815 4,707

令和7年度令和３年度

0 0

0

実　績 令和7年度 目標値
（実績値）令和3年度 令和4年度

※
日頃から身体活動
（18歳以上の者で、
1回30分程度、週2
回以上の運動）を実
行している人の割合
及び
成人の週1日以上の
スポーツ実施率につ
いては、令和6年度
にアンケートを実施
予定

※
平成30年の東京都平均自立
期間（要介護2以上）
男79.8～79.9年、
女84.1～84.3年

説明・コメント

※
日頃から身体活動
（18歳以上の者で、
1回30分程度、週2
回以上の運動）を実
行している人の割合
及び
成人の週1日以上の
スポーツ実施率につ
いては、令和6年度
にアンケートを実施
予定

令和6年度

60.4％
（平成29年度）

事業費/年度

76,002 76,245

指標名 現状値

55,081 66,786

1,531



 

141,030

3

社会教育課

令和３年度

令和４年度

令和５年度

第２次スポーツ推進計画に沿って、ジュニアアスリートの育成、生涯
スポーツを推進する事業や施設の老朽化による修繕等を行った。事
業は新型コロナウイルス感染拡大への対策の上、各種ウオーキング
やニュースポーツ体験教室等を実施した。施設については武道館空
調設備設置、中央体育館照明のLED照明化等を行った。
また、１年延期となった東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大
会の関連事業である聖火リレー・セレブレーションは新型コロナウイ
ルス感染拡大の影響により、公道走行は中止となったものの、ビュー
パーク競技場において実施され、聖火を繋ぐことができた。

第２次スポーツ推進計画に沿って、ジュニアアスリートの育成、生涯
スポーツを推進する事業や施設の老朽化による修繕等を行った。ま
た、令和５年３月に見直しや時点修正を行い後期計画を策定した。
事業は新型コロナウイルス感染拡大の対策を行い、各種ウオーキン
グやニュースポーツ体験教室等を行った。施設は第２庭球場にだれ
でもトイレ等の設置、町営グランド整備及び中央体育館照明のLED
照明化等を行った。

第２次スポーツ推進計画に沿って、生涯スポーツを推進する事業や、
スポーツ施設の修繕等、スポーツ環境の整備を行った。事業におい
ては新型コロナウイルス感染症が5類に移行したことにより、制限なく
各種ウオーキングやボッチャ大会等を行い、令和２年度から計画して
いたスポーツフェスティバルを初めて開催した。施設においては町営
プール外壁等補修工事や、中央体育館照明のLED照明化等を行っ
た。

【評価・査定】

新型コロナウイルス感染対策を施しながら身体
活動等の事業を再開できたことは評価できる。
さらに、オリンピックという世紀の大会の一端
を瑞穂町も担うことができ、様々なレガシーを
残せた功績は大きい。
建設系公共計画施設は、予防保全型維持管理を
推進されたい。

着実な施設整備等を実施できたことは評価で
きる。今後、整備工事が予定されている場合
は、燃料・物価高騰の影響に対する工事費用の
増加が懸念される。

スポーツ推進事業他、様々な事業が再開、開始
されたことは喜ばしく評価できる。施設維持管
理・運営については、公共施設個別施設計画に
基づき、施設の今後、あり方について議論され
たい。

施策 3 資源を磨き生活の質を豊かにする

担当課

基本構想・重視すべき視点 体育施設などの整備・維持管理

４　重点施策　　　　　　　　　　　　　　　　　

【進捗状況】（主な取組等）年度

1 生活習慣病予防事業

担当

体育事業の充実

令和７年度

合　計　額

健康課

87,982 82,148

№ 事務事業名 担当
令和5年度

事務事業名

12,769

事務事業の概要
平成30年4月より第2次瑞穂町スポーツ推進計画がスタートした。基本理念として「ス
ポーツでつながる　輝く元気なまち　みずほ」を掲げて、計画に沿って事業を進める。
町民の生涯を通じたスポーツ推進を図るため、スポーツ活動を行うための環境作りを
推進し、町民誰もが参加できるスポーツ活動の場を提供する。

当初予算額 決算額

12,006 11,106

社会教育課

2 体育施設の維持管理 社会教育課

№

№ 事務事業名

令和6年度
当初予算額

5,237

事務事業の概要
慢性腎臓病は高血圧、糖尿病、動脈硬化等の生活習慣病との関係が深く、将来人工透析治療を必要と
する末期腎不全を発症する危険がある疾病である。また、糖尿病は放置すると合併症として腎症を起こ
し、日本の人工透析治療導入原因の第１位となっている。町では平成24～28年度までの5年間、慢性
腎臓病予防に重点を置いて集団及び個別方式を併用し病気の具体的な内容と予防方法の理解、日常
生活及び食生活の改善についての指導や助言を行なってきた。
平成29年度からは事業内容及び実施方法を検討し、町の疾病傾向や受講者の状況に合わせ、慢性腎
臓病を含む様々な生活習慣病の予防に資する事業内容となるよう、見直しを行った。これらの予防事業
は長期目標として健康寿命の延伸、医療費の適正化などが期待できる。

令和6年度
当初予算額

担当
令和5年度

５　個別事務事業概要 （単位：千円）

当初予算額

6,401

決算額

6,247

当初予算額 決算額

令和5年度

69,575 64,795

令和６年度

121,987

事務事業の概要

 町民の心と体の健康を維持するため体育施設の維持管理と、第2次瑞穂町スポーツ推進
計画に沿った施設整備を行うとともに、その維持管理を行う。

令和6年度
当初予算額

再掲として、７-４公共施設マネジメントに記載あり


